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2高齢化の推移と将来推計

出典：令和4年版高齢社会白書



3企業のデジタル・トランスフォーメーションの取組状況

出典：令和4年版情報通信白書



4平成26年以降に発生した主な災害の頻発化・激甚化

出典：令和4年版情報通信白書



5社会資本の老朽化

出典：国土交通白書 2021



6インターネットトラヒック急増と電力消費

出典：令和4年版情報通信白書



72030 年代に期待される社会像と Beyond 5G

出典：令和４年６月「Beyond 5Gに向けた情報通信技術戦略の在り方」中間答申

産業・社会活動の基盤としてのBeyond 5G



8Beyond 5G のネットワークアーキテクチャ（方向性）

出典：令和４年６月「Beyond 5Gに向けた情報通信技術戦略の在り方」中間答申
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大容量ネットワーク

移動固定網融合

様々な分野のデジタルツインを組み合わせ
サイバー空間上に再現することで、革新的
サービスを実現

ネットワークオーケストレータの制御の下、
固定網、移動網、衛星・HAPSネットワーク
のコアネットワーク部分の共用、融合を実現

データセントリックコンピューティング

光ダイレクト対応多地点接続

エクストリームNaas

◆必要な時、品質で任意の地点間を光通信パス接続

◆ネットワークモジュール間をP2Pで大容量光接続

◆有無線網含め究極のサービス品質をE2Eで提供

ユーザ施設、データセンタ間等をE2Eで
大容量光ネットワーク、無線アクセスに
より接続

光電融合等により、電力効率、伝送容量、
遅延等の面で既存ネットワークを大幅に
凌駕

ミッションクリティカルなサービス端末

様々な分野におけるミッションクリティカル
なサービスの実現



9AI関連の市場動向

出典：令和4年版情報通信白書



10企業におけるAIの活用状況（日米比較）

新しい資本主義実現会議（第４回）
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/kaigi/dai4/shiryou1r.pdf



11XR（VR/AR/MR）360°動画対応HMD市場に関する調査

出典：https://www.yano.co.jp/press-release/show/press_id/2984



12ICT市場規模

出典：令和4年版情報通信白書



13ICT分野の輸出入

出典：令和4年版情報通信白書



14グローバル・プラットフォーマーの動向

出典：令和4年版情報通信白書



15プラットフォームの動向

出典：令和4年版情報通信白書



16ネットワーク機器市場の動向

出典：令和4年版情報通信白書



17国内外における機器・端末関連の動向

出典：令和4年版情報通信白書



18スタートアップの動向①

出典：第１回スタートアップ育成分科会配布資料（令和4年10月14日）
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/bunkakai/suikusei_dai1/siryou3.pdf



19スタートアップの動向②

出典：第１回スタートアップ育成分科会配布資料（令和4年10月14日）
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/bunkakai/suikusei_dai1/siryou3.pdf



20スタートアップの動向③

出典：第１回スタートアップ育成分科会配布資料（令和4年10月14日）
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/bunkakai/suikusei_dai1/siryou3.pdf



21スタートアップの動向④

出典：第１回スタートアップ育成分科会配布資料（令和4年10月14日）
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/bunkakai/suikusei_dai1/siryou3.pdf



22スタートアップ支援制度(SBIRの抜本拡充）

① 施策の目的

② 施策の概要

③ 施策の具体的内容

スタートアップを育成する際、公共調達の活用が重要であり、公共調達を見据えた技術開発支援であるSBIR制度（Small/Startup 
Business Innovation Research）に基づく「指定補助金等」の対象・規模を抜本的に拡充。

ビジネスアイディアの FS 調査段階（「フェーズ１」）、実用化に向けた研究開発段階（「フェーズ２」）の支援の拡充に加え、新たに先
端技術分野における大規模技術開発・実証段階（「フェーズ３」）も支援対象に追加する。

フェーズ１
（PoC・F/S支援）

フェーズ１

フェーズ２

フェーズ２
（実用化開発支援）

フェーズ３【新設】
（技術実証等）

出口の市場
(ゴール)

政府調達市場
等

【内閣府】フェーズ３
大規模技術実証支援・

トライアル発注・
生産設備投資支援

政策ニーズ
調達ニーズ

【国等の研究開発】

研究開発
課題設定

※SBIR指定補助金等
は、公募段階から
政策ニーズ・調達
ニーズに基づく研究
開発課題を設定

【SBIR指定補助金等】

研究開発支援等 政府調達

【SBIR政府調達手続の特例】

①一般競争入札におけ
る入札参加資格の
特例

②随意契約の特例

【現行制度】
フェーズ１：研究開発課題の内容を前提に、技術・シーズに基づくアイデアの検証を実施
フェーズ２：フェーズ１で実施したアイデアの検証結果を踏まえた 研究開発を実施

出典：内閣府 物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策（令和４年10月28日）施策例
https://www5.cao.go.jp/keizai1/keizaitaisaku/2022-2/20221028 sesaku.pdf

https://www5.cao.go.jp/keizai1/keizaitaisaku/2022-2/20221028_sesaku.pdf


23ルール形成に係る日本企業の意識調査と売上高

出典：経済産業省社会課題解決型の企業活動に関する意識調査（ 2022年3月22日）
https://www.meti.go.jp/press/2021/03/20220322008/20220322008.html

ルール形成の取組が特に進んでいる 37 社と日本企業全体の売上高の伸び率の推移

ルール形成に係る日本企業の意識調査



24インターネット上での偽・誤情報等の流通の顕在化
 主なメディアの平均利用時間（平日１日）

テレビ(リアル
タイム)視聴

テレビ(録画)
視聴 ネット利用 新聞購読 ラジオ聴取

60代

全年代
10代
20代
30代
40代
50代

参照：通信利用動向調査（総務省）

・ 全年代及び10代～40代においてネットに費やす時間が最も長い。

 いち早く世の中のできごとや動きを知るために最も利用するメディア
・ 全年代及び10代～40代で最も利用するメディアはインターネット。

出典：令和４年度情報通信白書（総務省）

 【経年】主なソーシャルメディア系サービス／アプリ等
の利用率（全世代）

出典：令和３年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書（総務省）

・ LINE、Twitter、Instagramは一貫して増加。LINEは90%超。

出典：ICT活用のためのリテラシー向上に関する検討会（第１回）事務局資料（令和4年11月4日）



25

 多くのインターネット利用者が情報を収集・閲覧するプラットフォームサービス等のインターネット
上で流通する情報には、誹謗中傷や偽・誤情報も含まれるなどの問題も顕在化※。
※ 一因として、偽情報は、SNS上において正しい情報よりも早く、より広く拡散する特性があること等が指摘されている。

 インターネット上での偽・誤情報の拡散事例

・ＡＩ使い「静岡水害」とデマ画像、5600件以上拡散…
投稿者は生成認める

台風15号に関連し、静岡県
内で住宅が水没したとする
偽画像がTwitter上で拡散。
9月26日未明に投稿され、
27日午後６時時点で5,600
件のリツイートがなされた。

・ワクチン不妊「誤情報」拡散 29のSNS投稿が5万件転載
新型コロナウイルスワクチンを否定する投稿がSNSで
広がっている。日本経済新聞の調べでは、ワクチンが
不妊につながるというTwitter上への投稿が１月から
７ヶ月間で約11万件あり、その半数の５万件超が
わずか29アカウントの投稿が発端だった。

読売新聞（令和４年９月27日）

・ウクライナ侵攻「ウソ」氾濫 SNSで拡散 日本でも
ロシアによるウクライナ侵攻
を巡り、ウソや真偽不明の
情報が、日本国内のSNSユー
ザーの間にも広がっている。

 インターネット上の偽・誤情報への接触頻度
・ インターネット上のメディアにおいては、50%弱が月に数回以上、約

30%が週に１回以上接触。
・ まとめサイトにおいては、約60%が月に数回以上、約40%が 週に
１回以上接触。
問）直近の１ヶ月の間で、あなたは次のメディアの中でどのくらいの頻度でフェイクニュース※

を見かけますか。 ※ここでは、虚偽又は誤解を招くと考えられる情報/ニュースを指します。

日本経済新聞（令和３年８月９日）

読売新聞（令和４年３月19日）

令和３年度

令和３年度

インターネット上のメディア
（SNSやブログなど）

まとめサイト

 違法・有害情報相談センターへの相談件数の推移
出典：「国内外における偽情報に関する意識調査」（総務省）

出典：プラットフォームサービスに関する研究会第二次取りまとめ（総務省）

出典：ICT活用のためのリテラシー向上に関する検討会（第１回）事務局資料（令和4年11月4日）

インターネット上での偽・誤情報等の流通の顕在化



26増加・多様化する無差別型サイバー攻撃 ～NICTERによる観測～
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 国立研究開発法人情報通信研究機構(NICT)では、大規模サイバー攻撃観測網であるNICTERに
おいて、未使用のIPアドレス30万個(ダークネット)を活用し、グローバルにサイバー攻撃の状況を観測。

NICTERにより観測されるサイバー攻撃の様子
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3年間で
2.4倍

NICTERで１年間に観測されたサイバー攻撃関連の通信数

5,180億

2,169億

各IPに
約18秒
に１回

※１IPアドレス当たり
年間175万パケット

※2020年は特異的な事象（大規模なバックスキャッタや大量の調査スキャン）
が観測されたため、例外的にパケット数が多かったものと推測

NICTERにより観測された通信の内容（上位10ポートの分析）  IoT機器を狙った攻撃が依然としてトップ
 攻撃(対象ポート)が多様化

その他（上位10ポート以外）
※「仮想通貨を狙った攻撃」（0.59％）を含む

IoT機器を狙った攻撃
（Webカメラ、ルータ等）
※約7割がtelnet

Redis・NTP等の各種
サービスを狙った攻撃

Windowsを
狙った攻撃

※NICTERで2020年・2021年に
観測されたもの（調査目的の
大規模スキャン通信を除く。）
について、上位10ポートを分析。

仮想通貨を
狙った攻撃

HTTP・HTTPSでよ
く使用されるポートを
狙った攻撃


